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インフルエンザ A(H1N1)2009 による急性脳症の疫学的特徴を、2004–2005 年シーズン以降の季
節性インフルエンザによる急性脳症を比較して検討した。 
【結果】パンデミック以前は各シーズンにおいて 34–55 例のインフルエンザ脳症例が届出され
ていた（平均 47.8 例、95%信頼区間：36.1–59.4）が、2009–2010 年のパンデミック期間中に報
告されたのは 331 例と急増し、うち 322 例がインフルエンザ A(H1N1)による脳症と記載されて
いた。インフルエンザ脳症届出時期のピークはインフルエンザ流行のピークと同じ時期であっ
た。研究期間の 6 シーズンでインフルエンザ脳症 570 例（季節性 A170 例、季節性 B50 例、イ
ンフルエンザ A(H1N1)2009 322 例、不明 28 例）が届け出されていた。致死率は、パンデミッ
ク前は 4.8–18.2%、パンデミック中は 3.6%であった。インフルエンザ A(H1N1)2009 による脳症
の致死率は 3.7%であり、季節性インフルエンザ A 脳症および季節性インフルエンザ B 脳症より
も有意に低かった（それぞれ 12.9%, p<0.001; 14.0%, p=0.002）。インフルエンザ A(H1N1)2009
脳症届出例の年齢中央値は 7 歳であり、季節性インフルエンザ A および B による脳症よりも高
（書式１３） 
かった（それぞれ 4 歳, p<0.001; 4.5 歳, p=0.006）。しかし、インフルエンザによる年齢群別推計
外来受診者数当たりのインフルエンザ脳症届出数をみると、パンデミック前・パンデミック中い
ずれも 0–4 歳が最も多く、高齢者で再増加する U 字型を示していた。 
【考察】2009－2010 年のパンデミック中にインフルエンザ脳症の届出が急増していた。この
原因として、インフルエンザを発症した小児の数が多かったことに加え、社会的な関心の高さか
らより多くの症例に対してインフルエンザ脳症を意識した診療と報告がなされたことが影響し
たものと考えられる。パンデミック中のインフルエンザ脳症による致死率が低かったことから
は、届出例の増加分は多くはこれまで報告されていなかった軽症例の可能性がある。また、症例
数は少ないものの高齢者におけるインフルエンザ脳症について注目していく必要性が示唆され
た。インフルエンザ脳症の疫学的な特徴をより正確に把握するためには、疫学的な症例定義の設
定や詳細な臨床情報に基づいた研究が必要である。 
 
 

